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令和５年第３回東北町議会定例会会議録 

 

令和５年９月５日（火曜日）午前１０時００分開議 

 

〇議事日程（第２号） 

 日程第１ 一般質問 

                                  

本日の会議に付した事件 

 日程第１ 一般質問 

                                  

〇議長（岡山粕男君） 日程第１、一般質問を行います。 

  一般質問の通告は４名であります。 

  通告順に発言を許します。 

  13番、蛯澤正雄議員は、一問一答方式による一般質問です。蛯澤正雄議員の

発言を許します。 

            〔13番 蛯澤正雄君登壇〕 

〇13番（蛯澤正雄君） 皆さん、おはようございます。一般質問させていただき

ます。 

  株式会社ＲＣＧからの地域活性化起業人の派遣について伺います。個人が応

援したい自治体に寄附ができる仕組みがふるさと納税で、住民税が控除される

メリットと返礼品が送られるということで、ふるさと納税は全国民に浸透して

いるようです。さて、企業版ふるさと納税制度があることは、私は知りません

でした。しかし、先般の全協で企業版ふるさと納税は、企業を対象とした自治

体への寄附に対する控除制度です。令和３年度より制度が改正され、企業のメ

リットが増え、また自治体の作成を要する地域再生計画も要件が大幅に緩和さ

れ、非常に認定されやすくなって、多くの自治体で活用されることを期待され

ていますと、国は奨励しているようです。 

  さて、この制度を利用して、株式会社ＲＣＧと企業版ふるさと納税支援業務

委託契約して、企業版ふるさと納税マッチングにより当町が３社から寄附を受

けて、株式会社ＲＣＧにふるさと納税マッチング手数料として支払いしている
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ようです。 

  そこで、地域活性化起業人制度を活用して、株式会社ＲＣＧから社員を派遣

していただき、町の発展及び地方創生に対する直接的な支援を受けるようです

が、先般の説明では株式会社ＲＣＧの財政状況に不安があるが、その財政状況

を伺いたいと思います。 

  また、株式会社ＲＣＧの天間社長は、企業版ふるさと納税をしている伸和ホ

ールディングスの取締役役員をしているが、問題はないか伺います。  

  以上です。 

〇議長（岡山粕男君） 町長。 

            〔町長 長久保耕治君登壇〕 

〇町長（長久保耕治君） それでは、13番、蛯澤正雄議員のご質問にお答えをい

たします。 

  一般質問通告のありました質問事項１の株式会社ＲＣＧからの地域活性化起

業人の派遣についてお答えをいたします。質問要旨の１点目、株式会社ＲＣＧ

の財政状況を伺いますについてでありますが、現在株式会社ＲＣＧとは、産業

や観光振興などに向けた包括連携協定を結び、官民の知識を融合させて共に東

北町の地域活性化に取り組むこととしております。協定締結においては、議会

全員協議会においてご説明をし、株式会社ＲＣＧの財政状況についてもご説明

いたしましたので、その内容を踏まえ、お答えをいたします。  

  会社の創業は令和２年４月で、直近３期分の損益実績の推移は３期連続でマ

イナスの決算をしているところです。その理由としては、現在取り組んでいる

事業への投資、人材への投資を進めている段階でマイナスになっておりますが、

売上高については増加しており、次期についてはプラスの決算を計画しており

ます。 

  次に、質問要旨の２点目、ＲＣＧの仲介による伸和ホールディングスより100万

円を受けている。株式会社ＲＣＧの天間社長は、伸和ホールディングスの取締

役役員をしているが、問題はないか伺いますについてでありますが、全く問題

はないと認識しております。令和３年度にＲＣＧを介して伸和ホールディング

スから企業版ふるさと納税制度によるご寄附をいただき、令和４年度に小川原

湖ふれあい村遊具整備に充当させていただいたものであります。今後もＲＣＧ
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を介した企業版ふるさと納税において伸和ホールディングスを含め、様々な企

業からの寄附に期待するものであります。 

  以上、答弁といたします。 

〇議長（岡山粕男君） 蛯澤議員。 

〇13番（蛯澤正雄君） 今町長から説明受けましたけれども、全協の中では、非

常に３期も実績が上がっていないと。前年度においては、非常に大きな欠損金

を損益計算書で出している、そういうことで、入札であれば非常にそういう面

で規約で入札できるできないとあるみたいですけれども、こういう契約は決算

書とか、そういうのを見てこの会社とそういう契約できるかできないかという、

そういう規約といいますか、施行令といいますか、そういうのはあるのかない

のか聞きたいと思います。まず最初に。 

〇議長（岡山粕男君） 企画課長。 

〇企画課長（福村 誠君） 私のほうからお答えいたします。 

  企業版ふるさと納税においては、そういう決算とか、そういったものを確認

するという手続上はございませんが、当然会社においては会社のコンプライア

ンス等の中によって会社の役員会なり、そういったことで寄附を決めていると

存じておりますので、寄附については会社が会社としてのプラスというふうな

ことになれば、そういう寄附をしていると、そういう認識をしてございます。 

  以上です。 

〇議長（岡山粕男君） 蛯澤議員。 

〇13番（蛯澤正雄君） ちょっと今の説明、説明になっていないな。役場の規約

はどうなっているか、そこを聞きたいのです。いや、３期も利益が上がらない、

前年度は8,000万も欠損金出しているのです。固定の負債もあります。そこを

見て、この会社がこういうのをやりますと、普通受けますか、商売で。いや、

法律がどうのこうのではないのです。まず最初に、それを役場として施行令な

りそういうのでちゃんとできるのかできないのか、そこを言ってくださいとい

うことだ。これから黒字を出します。それは、まだやってみなければ分からな

いことです。私は、そこのところの会社の選定の仕方が物すごく、企業版ふる

さと納税において寄附を、会社を紹介して、手数料を納めているわけです。だ

から、何もそれはそれでいいのです。ただ、次にこの事業をする場合において
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は、好ましいか、どういう企業をやるか、これを公募なり募集すべきではなか

ったのですか。まず最初に、先ほどの町の規約なんて、そういうのをどういう

ふうに検討しているのですか。そこをちゃんと答えてください。  

〇議長（岡山粕男君） 企画課長。 

〇企画課長（福村 誠君） お答えいたします。 

  こちらの寄附に関しては、町のほうの規約というよりも、町の……  

〇13番（蛯澤正雄君） そうではないの。会社がどうかという、会社の規約なの

だ。 

〇企画課長（福村 誠君） 確認いたします。マイナスの会社からの起業人の派

遣についてということですよね。これについては、会社として町とともに町を

盛り上げていただきたい。起業人については、いろいろな市町村のほうでも募

集をしてもなかなか来ないと。そういった中で、ＲＣＧさんとは包括連携もし

てございます。その中において、町をより今後の観光なり、そういったもので

盛り上げてきたい、そういったことで今ＲＣＧさん、町、決算、先ほども町長

が説明したとおり、人材に対して派遣を、経費の投資をしていると、そういっ

たこともございます。そういった意味合いで、町に人材のほうを派遣して、こ

の町を前に進めていこうということで、規約というのはございません。  

  以上です。 

〇議長（岡山粕男君） 蛯澤議員。 

〇13番（蛯澤正雄君） これ、では私もインターネット、いろいろ調べました。

ただ質問しているわけではないのです。それは、町長として、町長から聞きた

いけれども、こんなに実績のない会社と提携してよいのか悪いのか、私は疑問

だと思います。町長、そこのところ、あなたは契約したらしいけれども、これ

から560万の人件費を交付税なり、そういうふうに来ると。町は、損がないか

らいいと、そういう問題ではないのです。そこのところをこの会社はどうかと

いうもの、資料によると、非常にすばらしい会社だと、世界を相手にしている

と言うけれども、こういう会社と本当に町民として……私は、いかがなものか

なと思うけれども、町長はいいからやったと思うのだけれども、町長はこの会

社と契約して本当に大丈夫だと思いますか。どうぞ。 

〇議長（岡山粕男君） 町長。 
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〇町長（長久保耕治君） 蛯澤議員にお答えをいたします。 

  契約ではなくて、包括連携協定を結んでいるということでありますので、そ

この認識がちょっと違うというふうに、まずは１つお伝えをして、付言をして

おきたいと思います。 

  その上で、先ほど蛯澤議員のほうから入札のような話もありましたが、包括

連携協定というのは、入札で相手を決めるということではなくて、やはりいろ

いろな話合いの中で町に対してより有益な企業と包括連携協定を結ぶものであ

ります。例えを言わせていただきますが、私が町長に就任してから包括連携協

定をほかにも結んだ企業もあります。そういう意味で、例えばそこでコカ・コ

ーラさんと結んだり、ＡＴＶさんと結んだのですが、そこでＡＴＶよりこっち

のほうがいいからとか、コカ・コーラよりこっちのほうがいいからとか、そん

な入札とかなんとかということではなくて、こういったものは相手のほうから

こういった形で協力したいのですが、いかがですかという部分の中で包括連携

を結んでいくものだと思います。 

  それから、先ほどから赤字だ赤字だということを大変強調しておられますが、

これは全員協議会でもお話をさせていただきました。あのときは、休憩中にお

話をさせていただいたかと思いますが、例えば新たにベンチャーとして進めて

いることで、企業版ふるさと納税も何十年もやってきているわけではなくて、

本当につい最近新しいふるさと納税の形というもので提案されて、これから大

きく実を結んで花開いていく事業だと思っております。そういった形の中で、

町にそういった損だ得だとかということではなくて、町のいろいろやりたいこ

とに対して、それに共感を抱いた企業を紹介して納税をさせていただくという

中で、言わば町に対して有益な方々を紹介していただいているという部分の中

で、何ら問題はありませんし、先ほどの赤字のことでもう一つ付言をさせてい

ただくとするならば、例えば農家の方でも一般の企業の方でも、何期か連続赤

字だったり収益が上がらない部分もあるかと思いますが、そういった個人事業

主にとって一番大変なことは、銀行であったり、そういったところから、農協

であったりから資金を止められることです。それは、経営における未来像だっ

たり信用を失われるから、そういったのを、資金を止められるということでご

ざいますので、短期的な赤字の部分に関して指摘されるところではないという
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ふうに考えておりますので、ご理解をいただきたいと思います。  

  以上です。 

〇議長（岡山粕男君） 蛯澤議員。 

〇13番（蛯澤正雄君） 私言っているのは、普通の個人の借金とか負債と違うの

ですよ。ちゃんと国の560万という人件費をいただくのです。メリットは、会

社も人件費が浮くし、行政は早く言えばＩＴに苦手な行政がＩＴを非常に民間

の会社が進んでいるところが入れて、ホームページ開く、何する、マイナンバ

ーにしても、そういうふうなこともできるよということで人材派遣の両方メリ

ットがありますよ。会社は寄附すると、９割の企業の減税が……私今言ってい

るのは、ＲＣＧがこれから人材派遣をして、私そこまで行くつもりなかったけ

れども、こういう新聞に観光、高速バスとか、小川原湖にする何とかかんとか

とあるけれども、これからのことだから少し。ただ、今私の言っているのは、

ＲＣＧという会社が、少なくとも私たちは行政です。行政として交付税として

もらってやるわけです。私たちは、会社に対して将来どうのこうのということ

は、これは私は考える必要ないと思うのです、町長。私たちは、企業を育てる

ためではないのだから。この会社が全然まだ実績上がっていないわけです。そ

ういう会社が何の仕事するのですか、この会社が。内容は、それでは派遣され

た人材が何をするのですか。それから、この会社は、従業員何人いるのですか。

それをまず答えてください。 

〇議長（岡山粕男君） すみません、蛯澤議員さん、答弁中ということで、発言

しますが、それは控えてください。お願いします。 

  企画課長。 

〇企画課長（福村 誠君） お答えいたします。 

  こちらの会社の概要については、７月20日の日の全員協議会でもご説明した

ことでございますが、繰り返しご説明いたします。会社については、会社の人

数については、今現在12名の社員がございます。 

  会社の内容とすればバンカーズチョイスということで、国内の販路拡大支援

サービス、あとセーラスということで海外の販路拡大支援サービスを行ってご

ざいます。あと、バンカーズふるさと納税ということで、今我々東北町のほう

でもやってございましたふるさと納税を活用したことをしてございます。 
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  以上です。 

〇議長（岡山粕男君） 蛯澤議員。  

〇13番（蛯澤正雄君） 従業員が12名です。それで何千万という欠損を出したり、

私はよくやっていると思います。成り立っていると。そういうものをちゃんと

業績がきちっと見えてあるのならいい。ただ、民間同士でやるのなら、これは

もう銀行とやるのならいいかもしれないけれども、あくまでも行政です。  

  もう一つ、では聞きます。派遣について人材が来て、国は国に、総務省に届

け出して、いや、いいですよと、非常に緩和されて、いろんなことに交付税も

出すようですけれども、ただこれが結果として実績をやっぱり報告するのかし

ないのか、その辺を国はどういう扱いをしているのかな。それを聞きたい。 

〇議長（岡山粕男君） 企画課長。 

〇企画課長（福村 誠君） お答えいたします。 

  こちらのほうについては、要件がございまして、派遣については６か月以上

３年未満ということで派遣の期間を設けてございまして、先ほども言ったとお

り、交付税措置ということで年間限度額で560万で措置されてございます。実

績については、それぞれの自治体によって取り組む内容も違いますので、実績

についてはそれぞれの自治体のほうでご判断し、総務省のほうにはこういう形

で起業人をしていますということで予算措置をしているということで、最終的

に交付税の申込みというのですか、調査のときに予算的なことで措置すると、

そういう実績等は求められていないという認識でございます。  

  以上です。 

〇議長（岡山粕男君） 蛯澤議員。 

〇13番（蛯澤正雄君） あと、町長、先般全協で町長が言いました。いや、何ぼ

お願いしても、町長だから、町のお金をどこかから稼ぐのが町長だ。それで、

町長が言いました。幾ら出ても駄目だと。では、ＲＣＧにお願いしてそういう

のをやると、寄附がいっぱい来るのだと。今まで500万来て100万だか手数料取

られたみたいですけれども、町長がこれからの観光行政はこれに頼っていくと

いう、そういう概念といいますか、町長の概念を聞きたい。どういうあれがあ

るのか。短くしゃべって、要らないのまでしゃべらないでください。 

〇議長（岡山粕男君） 町長。 
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〇町長（長久保耕治君） 先ほどから何か印象操作みたいなのをされているよう

な気がするのですが、まず私は全協でお話ししたのは、こういった商工観光関

係の予算はなかなかいいものがなくて、持ってきづらいと。例えば議員の皆さ

んとともに大崎町のほうにみんなで研修に行かれたときに、大崎町のふるさと

納税50億でしたっけ、物すごいそういった金額でもって、いわゆる大崎町の取

組を皆さんに理解をいただいた上で納税をさせていただいて、それをいろいろ

なことの振興に使っているわけです。東北町においても、私は、やはり小川原

湖であったり温泉であったり、観光資源を大いに生かしたいと思っているので

すが、いかんせん国、県にそういった抜本的な部分においての観光振興に対す

るいい予算というのがなかなか難しいのかなと思っている意味で、なかなか歩

いても見つけにくいなということでございました。例えばいろいろな振興の中

には、本当に大きな計画のものから小さなものを積み立てていくものもありま

す。当然お金の使い方によって、予算の持って行き方があるのですが、こうい

った企業版のふるさと納税というのは、いわゆる観光に携わる人、商工業に携

わる人のかゆいところに手が届くような即効的な意味合いで使えるものだと思

っておりますし、企業によっては物納もしていただくということで、むしろＲ

ＣＧさんを介して様々なベンチャーの方々にご相談もしていただきながら、ま

た商工業に携わっている若い青年部の方々からのご指導、ご指南もいただいて、

これから進めてまいりたいというふうに考えております。そういった意味では、

ふるさと納税、それが会社がどうのこうの、そういう話と全く切り離した考え

方で進めているものでございますので、ご理解を願いたいと思います。  

  以上です。 

〇議長（岡山粕男君） 蛯澤議員。 

〇13番（蛯澤正雄君） 町長、私言っているのは、ＲＣＧが紹介して企業が寄附

すると、私はそこまではどこの企業でも構いません。この会社の実績がなかろ

うとあろうと、それは何も私は悪いとは言っていない。ただ、ＲＣＧがこれか

ら事業を人材派遣なり、それからこれだって寄附を関連会社が寄附しているわ

けです。それで、これからこういう事業がある、こういう事業があると断れな

くなるのではないの。私は、そういう危惧しています。だって、今のＲＣＧの

新聞を見ると、これからどんどんこういうのを提案していく、そういう話しし
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ています。そこまで私は今回は質問言おうと思っていなかったのだけれども、

これの全国の見ると、いろんな事業があるし、商工業事業があるし、これは全

部自治体に対して国が補助して、いろんなのをやるということなのだ。ただ、

事業をやった場合、その後は自治体の負担が多いわけです。 

  それから、もう一つ、企業版のふるさと納税、各全国でも今非常に、最初は

60か所か何ぼだ。今二百何十か所ですか、これぐらいまで増えていると。ただ、

新聞では、これも件数は増えたが、寄附納税の金額は減ってきていると。当然

これは、景気、不景気に左右されることだし、これはあくまでもサイドビジネ

スとして寄附をいただくというのは、これは何も私は大いにやっていただきた

いと思う。ただ、ＲＣＧとこれから事業を起こしていく場合に、果たしてこれ

でいいのかということを私は言っているのであって、寄附いただくどうのこう

の、商工業のところに寄附を使う、それは当然どこの県だってやるし、町村だ

ってやるし、その辺私は言っているのであって、あとそれからあくまでも入札

と違ってどうのこうのと言いますけれども、企業の選定の在り方、本当にこれ

でよいのかな。私非常に危惧しています。 

  あと、労基契約ですか、派遣のこれは総務省で認めればもう実績も何も要ら

ないと、そういう形で利用すると言うのですけれども、本当にこれでこの会社

とやっていいのかと、町民のためになるのかと。町長は、夢と希望がいっぱい

あるような、全協でも話ししたけれども、私はその点非常に調べたら、いろん

なことを調べました。成功したところもあるし、失敗したところもいっぱいあ

るし、県内でも失敗しているところがある。今さらもう手を引けないと、そう

いうところがあります。ここの、私はどうのこうのと、まだ実際にやっていな

いから、結果見ていないから、言えないのですけれども、ただそれを私は今回

はここで忠告して、これで終わります。 

〇議長（岡山粕男君） これで13番、蛯澤正雄議員の一般質問を終わります。 

  

 

 

 

 


